
令和5年5月29日

同分キポ長

井曙邦夫様

株式会社東京リーガルマインド

東束都千代旧区神旧二崎町2-2-12

代去取締役反町雄彦

令和4年度事業報告書提出について

I国分キお立もとまち地城センタk J及び「旧分★市生きがいセンターもとまち」の

令和4年度茅業報告書についてア記の書類を提出しホす。

(1}

(2)

(3)

(4)

(5)

記

骨理築務等の体制及び実施状況(管理業務及びねふ事業)

決算状況等及び施設の利用実績(決算収支状況,使用料徴収実繕, 公の施設の

利用実績く利用者数, 利用率等, 利用イ、'ホ露等の件数・理由〉)

従事者脊成に係る研修実施状況

利用者意見及び自d評価(利用者アンケート調査結果, 事業実施状況自己評価)

苦情せ応に係る記錄

(6)事業計両書に掲載した計画の実施状況

以上
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(1)管理業務等の体制及び実施状況(管理業務及び自主事業)

1.管理運営

【もとまちプラザにおける共通方針】

もとまちプラザは東元酎.西元街を中心とした地域コミュニティの拠点としてし、〈施設であ

リ、多世代交流を展開し、地域福祉の椎進を図るものとし、次の方針に基づき管理運営を

行いました。

(1)東元町'西元町を中心とした地域コミュニティの拠点となる施設を目指し運営や事業

を行いました。

(2)多世代交流を展開し、地域福祉の推進を目指しながら、自主事業の美施を行い

ました。

(3)複合施設である国分寺市立地域センター及び国分寺市生きがいセンターの管理運営

を適切に行いました。

(4)利用者の意見を反映した指定管理者による適切な運営を図りました。

【個別方針】

(1)国分寺市立もとまち地域センター

市民文化の向上と福祉の増進に寄与するため、市民の集会、学習及び交流の場とし

ました。

(2)国分寺市生き力化、センターもとまち

高齢者が健康で生き力れ、を持って生活することができるよう、相互の交流を促進し

心身の維持、向上を図るため、施設の管理運営に努めました。

2.対象施設

名称

国分寺市立もとまち地域センター/国分寺市生きがいセンターもとまち

所在地国分寺市西元町三T目18番12号

面積 延床面積768.98 m2

構造等地上2階、鉄筋コンクリート造
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令和4年度の「国分寺市立もとまち地域センター」及び「国分寺市生き力《いセンターもとまちJ

の管理運営は、以下の体制で実施いたしました。

3.人員配置

(1)施設長:谷中剛

株式会社東京リーガルマインド公共事業本部プロジェクト'マネジメント課

042-324-991 1 (国分寺市立もとまち地域センター)

042-359-5321(国分寺市生きがいセンターもとまち)

(2)防火管理者:施設長谷中剛

①通常管理業務体制

【現場責任者】

氏名：谷中剛

042-324-9911(国分寺市立もとまち地域センター)

042-359-5321(国分寺市生きがいセンターもとまち)

【現場管理員】

氏名：

【現場管理員】

氏名：

【現場管理員】

氏名：

氏を：

(令和4年9月交代)

【統括責任者】

公共事業本部

���� (令和4年12月交代)

携帝電話

【本部担当者】

営業担当公共事業本部東京公共PM課

氏名： ̶� (令和4年12月交代)

携帯電話

氏名： 令和5年2月交代)

携帯電話

������ (令和5年2月交代)

携帯電話

経理担当公共事業本部管理課

氏名： (令和4年11月まで)

氏名：
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②人員配置表

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

①谷中

②

③

④

(注)(③は、令和4年9月担当交代)

①施設長(常勤)

②̶非常勤職員(最も一般的な勤務時間)

②③④の夜間職員は、表の勤務時間以外も施設長を捕佐する形で、交代制で勤務しまし

た。

③緊急時対応及び連絡体制

ケガ人発生、不審者出没など

1 1 9番

連格

施設長

東京リーガルマインド

1 1 0番

連絡

連絡・報告 速絡・報告

協働コミュニティ課 高齢福祉課

<ケガ人の発生、不審者の出没時の対応>

施設長llh�a��消防や警察に迅速に通報̶��一次的に対処

���・�協働コミュニティ課、高齢福祉課に早急に現状報告

(3)登錄個人情報取扱業務の管理責任者

(令和4年11月まで)

(4)登錄個人情報取抜業務の取扱責任者

施設長谷中剛

(令和4年12月交代)
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(5)情報公開の規程等の制定

制定年月日：平成25年11月26日名称「情報公開規程J

(6)使用料保管責任者

施設長谷中剛

4.休館日・開館時間

〈通常以外の休館'夜間利用停止〉

特になし。

5.管理業務の報告

【もとまち地域センター】

(1)国分寺市公共施設予約システムの運用

①団体利用者登錄

国分寺市公共施設予約システムの利用に関する規則(平成29年規則第31号)

に基づき、団体利用者力、らコミュニティ施設利用登錄等申出書の提出により、

利用登録を行いました。また利用登錄によりぬ番号と「利用者登錄カードJを

当該団体利用者に交付しました。

(2)/抽選チ約申し込み及び先着順申込の対応
予約申込みについて、市民団体等の団体利用者が施設内に設置したキオスク

端末で申込を入力する際には、必要に応じて支援しました。

(の使用承認等の事務手続き

①施設使用の受付

公共施設予約システムにて予約済である事を確認後、地域センター使用申請書

等の記入依頼を行い、「公共施設予約システムマニュアルjに基づきデータ入力を行

いました。

②使用料の徵収

地域センター条例第7条及び別表第2に基づいて徵収しました。地域センター規

則第6条に該当するもので、地域センター使用料免除承認書を受けた団体は、その

承認書を確認のうえ使用料を徵収しないこととしました。
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使用料

午前 午後

(午前9時から (午後1時から

正午) 5時)

1,ooo円

600円

600円

600円i

2,100円

1,500円

900円

900円

900円

3, 100円

夜間 I 全日

(午後6持から (午前9時から

10持) 午後10時)

2,000円

1,200円

1,200円

1,200円

4,200円

I

4,000円

2,400円

2,400円

2,400円

8,400円

③使用料の免除業務

地域センター使用料免除申請書の提出は適宜処理し速やかに市に送付しまし

た。

④使用申請の承認'不承認業務

地域センターの使用を承認するときは、地域センターの使用承認書により、当該

申請者に通知しました。地域センター条例第6条に該当する申請者はいませんで

した。

⑤使用変更'承認の取消し

地域センターの使用承認した事項を変更.取消しを行うときは、当該申請者に地

域センター使用変更’取消申請書に地域センター使用承認書を添えて申請させ、

地域センター使用変更'取消承認書により通知しました。

(S)地域センター利用者への周知

ア施設貸出時には、利用上の注意事項を周知し、施設の運営管理に支障が

なしべよラ万全を期しました。

イ施設貸出時には、利用者から地域センター使用承認書を提示させ、退室時

には、施設利用人数を報告していただきました。

⑦利用者による印刷機'複写機の使用

利用者が印刷機'複写機を使用する際には、印刷機使用簿'複写機使用簿を管

理し制限枚数等に留意し、使用していただきました。

印刷機'複写機は、株式会社東京リーガルマインドで契約を行いました。
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⑧帳票類の管理'提出業務

帳票類(業務日誌、業務日報)を每月末に締め、翌月10日までに提出しました。

条例、規則で定めた帳票類及び管理に必要な帳票類を常備し、適正に管理しました

(3)使用料納入金の業務

使用料納入金の業務については、地方自治法施行令(昭和22年政令第16号)第

158条の規定により、国分寺市立もとまち地域センター使用料収入事務委託契約書

を基にして業務を行いました。

【生き力《いセンターもとまち】

(1)地域生きがい交流事業

①目的

国分寺市地域生きがい交流事業実施規則に基づき、高齢者が各々の立場から参加

し自ら多様な経験-技術を活かし様々な生きがい活動を実施し、かつ、高齢者が地

域で元気に暮らせるように、地域全体での地域福祉の視点を高めることを目的とし「生

きがい創作-介護予防事業j及び「交流'レクリェーション事業」を実施しました。

②区分

生きがい交流事業のうち〔生きがい創作'介護予防事業]については、参加者が参加

者負担金(1回200円を市に納付)を負担する事業として実施し、〔交流’レクリェーショ

ン事業〕については、参加者が参加者負担金を負担しない事業として以下のとおり実施

しました。

③事業内容

(別添資料1講師一覧)(別添資料2講座別、期別、参加者数一覧)

(期間)第1期(令和4年4月1日̃令和4年7月31日)

第2期(令和4年8月1日̃令和4年11月30日)

第3期(令和4年12月1日～令和5年3月31日)

(実施回数)167回

(実施講座)「太極拳講座J

「デッサンに着彩をプラス！鉛筆淡彩講座j

「月替わり大人の図ェの時間」

「笑って元気！笑いヨガj
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(2)交流’レクリェーション事業

今年度も新型コロナウィルスの感染拡大防止の観点から、生きがいセンターもとまちにお

いて4講座受講者による交流会に代えて各講座の「活動状況写真展示Jを実施しました。

(実施日)

-「第1期活動状況写真展示J令和4年7月22日(金)̃ 7月29日(金)

-「第2期活動状況写真展示」令和4年11月21日(月)̃12月1日(木)

■「第3期展示'発表会」 令和5年3月27日(月)10:00̃12:の

ぐ1第1期と第2期については、講座終了後に館内に活動状況写真展示を

実施しました。(4講座)

※ン第3期については、生きがいセンターもとまち1Fの講座で利用している

2つの活動室を利用して4講座合同の展示'発表会を実施しました。

(3)展示会：「デッサンに着彩をプラス！鉛筆淡彩講座」

「月替わり大人の図ェの時間」

(2)発表会：「太極拳講座J

r笑って元気！笑いヨガJ

-国分寺市地域生きがい交流事業実施規則に基づき、参加希望の方から国分寺市地

域生きがい交流事業参加申請書により申込みを受け付け、定員数を上回った場合は

抽選により参加者を確定し当該参加者に参加註の交付をしました。

〈生きがい交流事業総括〉

■第1期講座は、4月1日から7月31日までの期間、生きがいセンターもとまちで各週

4つの講座を開き、述べ回数57回、延べ参加者数は298名となりました。

.第2期講座は、8月1日から11月30日までの期間、生きがいセンターもとまちで各

週4つの講座を開き、述べ回数53回、延べ参加者数は265名となりました。

-第3期講座は、12月1日から3月31日までの期間、生きがいセンターもとまちで各

週4つの講座を開き、57回の講座を開き、延べ参加者数は241名となりました。

.年間(第1期、第2期及び第3期)の講座回数は167回となり、延べ参加者数804

名となりました。

・例年美施してきた生きがいセンターもとまちでの地域生きがい交流事業参加者によ

る交流会に代えて、第1期講座及び第2期講座終了時にセンター内で約1週間程度

の「活動状況写真展示」を行いました。
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〈事業への評価と要望〉

-今年度は指定管理者となって9年が経過し、新たな3年間のスタートとして地域生き力ぐ

し、交流事業の講座運営を引き続き行いましナニ。地域生きがい交流事業の6センター合

同の発表会は、前年に引き続き、新型コロナウィルスの感染症拡大防止を図るため

中止となりました。

-地域生きがい交流事業講座については、2講座(「太極拳講座」(10名定員)と「月替わ

り大人の図ェの時間J(10名定員)を昨年から継続実施しました。同じ〈継続実施して

きた講座(「楽しい舞台朗読自已表現を豊かIこ」と「気軽に描こう！色鉛筆講座Jを

『笑って元気！笑いヨガ」(10名定員)と「デッサンに着彩をプラス！鉛筆淡彩講座j (10

名定員)に代え、合わせて4講座で参加者が楽しめるよう企画、運営をいたしました。

.期間中、コロナ対策で参加者への負担の大きい時期が続きましたが、計804名の参

加数となり、各講座、参加者の方々に楽しんでいただけたものと考えています。

.「見て！聴いて！体験！展示’発表’交流会」は、昨年同様、新型コロナウィルスの感

染拡大が懸念されたことから、実施を見送る形となりましたが、これに代わるイベントと

して生きがいセンターもとまちの館内における「展示’発表会」を企画-実施しました。

あいに〈の降雪がありました力《、悪条件にもめげず、10数名の参加者があり、他講座

受講者や一般の館内利用者へも生きがい交流事業の活動をアピールできたと考えて

います。

-各期中に「満足度アンケートJを実施し、参加者の評価や要望を集約しました。その内

容’評価’要望等は、集約結果の通りです。今後の運営、講座の設定に役立てていき

ます。

・前年に引き続き、高齢者の生きがいづ〈りの講座開催、参加者同士による人と人との

つながりの重要性を感じております。地域福祉向上の観点で、事業活動を充実してい

けるように更なる検討をしてし、きたいと思しべます。
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別添資料①/講締一B

会場 期

第1

期

生きがいセン第2

ターもとまち 期

第3

期

1-16

1-17

1-18

1-19

2-16

2-17

2-18

2-19

3-16

3-17

3-18

3-19

講座名(定員)

太極拳教室(10名)

デッサンに着彩をプラス！

鉛筆淡彩講座(10名)

月替わり大人の図ェの時間

(10名)

笑って元気！笑いヨガ

(10名)

太極拳教室(10名)

デッサンに着彩をプラス！

鉛筆淡彩講座(10名)

月替わり大人の図ェの時間

(10名)

笑って元気！笑いヨガ

(10名)

太極拳教室(10名)

デッサンに着彩をプラス！

鉛筆淡彩講座(10名)

月替わり大人の図ェの時

(10名)

笑って元気！笑いヨガ

(10名)

実施日時

月曜日午前9時30

分～"時30分

月曜日午後1時30

分～午後3時30分

金曜日午前9時30

分̃11時30分

金曜日午後1時30

分̃午後3時30分

月曜日午前9時30

分̃11時30分

月曜日午後1時30

分̃午後3時30分

金曜日午前9時30

分̃11時30分

金曜日午後1時30

分̃午後3時30分

月曜日午前9時30

分̃11時30分

月曜日午後1時30

分̃午後3時30分

金曜日午前9時30

分～11時30分

金曜日午後1時30

分̃午後3時30分

講蹄名
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別添資料②/講座別、期別、参加者数一覧

令和4年度生きがいセンターもとまち地域生きがい交流事業

(1)地域生きがい交流事業

国分寺市地域生きがい交流事業実施規則に基つき、参加希望の方から国分寺市地域生

きがい交流事業参加申請書により申込みを受け付け、定員数を上回った場合は抽選により

参加者を確定し、当該参加者に参加証の交付をしました。

実施回数実施講座については下表のとおりです。

溝座
番号

講座名
4月 5月 6月 7月 g。十

y数参加数 u数参加数回数参加数ば数黎加数ば数参加数

1-16 人極拳教塞 4 21 4 24 4 16 2 9 14 69

第1期 1-17 デリナノに着gを/ メス：鉛筆淡彩講座 4

1-18 ガ替わり大人の因ェの時間 4

1-19 笑って元h!笑いヨガ 4

26

20

24

3 15

3 16

14 75

3

18

13

29

講座

番号

2 16

講座名
8パ 9月 10月 11)- S'. st

回数参加数回数教加数回数参加数回数参加数回数参加数

第2期 2-17 デ:,オンに着彩をプ7 g '給g淡ga座 4 16 3 16 3 10 3

2-18 月替わり大人の巧ェの時間 3 16 3 18 4 28 3

2-19 笑って元気！笑いヨガ 3 18 4 23 4 20 2

合計 14 66 13 71 IS 74 11

課座

番号
講座名

3-16 太極拳教室

第3期 8-17 デツ♦ンに*彩を/プス'g漆淡彩ag

3-18 月詩わり大人の阿ェの時間

3-19 笑って元気！笑いヨガ

合ホ

12月 Ifl 2モ 3fl

回数参加数回数参加数 M数参加数回数

4 14 3 13 4 16 3

4 19

16 69

22

24

60

2

12

K\

阿数参加数

67 241

«・+

講座名

太極奉̶

デッサンr着彩をプスス！

月替わり大人の閃ェの時間

笑って元気！笑いdガ

1期 2期 3期 あ。+

M数参加数ば数参加数回数参加数回数参加数

14 69 14 59 14 58 42 186

14 72 13 S3 14 27 41 152

14 66 13 82 16 77 43 225

15 91 13 71 13 79 41 241

67 298 53 266 57 241 167 804

(の集会施設等使用事業業務

市が集会室の使用を許可した団体に対して、鍵の開け閉め’机の移動等の利用の支援を

行いました。また、当該団休のもとまちプラザ内でのボスター貼付、チラシ配架を行いました1

(3)帳表類の管理'提出

帳票類を每月末に締め、持参または郵送にて市に提出し条例、規則で定めた帳票類及

び管理に必要な帳票類を常備し適正に管理を行し、ました。
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【もとまちプラザの共通事務】

(1) ポスター'チラシ等の配架.提示

市の許可を得た市及び市民からの情報提供のチラシ'ポスター等を、施設内に配

架'提示し利用者への情報提供を行いました。

(2) 広報と各種情報の提供

施設案内リーフレット等で情報提供を行い、施設内や施設案内リーフレットに指定

管理者によリ管理運営されている施設であることを表示しました。

(3) 事故の処理

事故の発生はありませんでした。

【もとまちプラザの維持管理】

(1)清掃管理業務(施設の建物内、敷地内、トイレ等の清掃業務及び樹木の與定)

利用者が、施設を快適に利用できるよう日常の清掃を実施し常に施設内の美化に努

めました。

実施日：每週水曜日(もとまちプラザ休館日)

実施事業者：株式会社ワンダフルクリーン

(国分寺市本町1-5-12ツインリーフ国分寺)

(2)保守点検業務

施設内の施設'設備'機械等の法令に基づ〈保守点検及び専門的な保守点検を行いま

した。

<消防設備保守点検業務>

実施日：年2回令和4年9月1日、令和5年3月14日

実施事業者:セントラル防災株式会社(東京都東久留米市本町3-3-39.2F)

<自家用電気ェ作物保守点検業務>

実施月：隔月1回(奇数月に美施、5月に停電による年次点検実施)

実施事業者:一般財団法人関東電気保安協会(国立市泉4-7-の

(3)警傭業務

巡回等により危険箇所並びに不審者及び不審物等の監視を行い、施設内の安全を確

保しました。

実施事業者:セコム株式会社国立支店

(国立市中1丁目10-16佐藤ピル2階/待機所国分寺市本多2丁目1番14号)
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(4)日常点検業務

目視点検等により、施設'設備等の日常点検を行っています。施設内を開館後に定期

的に巡回しました。

(5)修繕業務

仕様書上、10,000円以下の軽微な修繕は0件でした。

(6)防火管理業務

防火管理計画に基づき、設備の点検及び火気の安全確認を行い、施設の安全確保に

努めました。

(7)防犯対策業務

国分寺市公共施設防犯対策マニュアルに基づき施設の安全確保に努めました。

ほ)廃棄物処理(もとまちプラザの維持管理)

施設からの廃棄物を適切に処理しました。

(9)備品管理業務(もとまちプラザの維持管理)

施設の管理に必要な備品について、適切な状態に保持'管理しました。

(10)帳簿の記帳業務

施設の管理に係る収入及び支出について、適切に管理しました。

【利用者協議会の運営】

(1)利用者協議会開催関連業務

「国分寺市立もとまち地域センター利用者協議会jの開催準備の為、開催していないが, 連

絡-調整を行いました。

[地域との連携】

(1)もとまちプラザまつり開催関連業務

本年度は新型コロナ感染拡大防止を考慮し「もとまちプラザまつり」は準備の段階から中止と

なりました。

6.文書の管理'保存の徹底

業務執行上作成または受領した文書について、国分寺市文書管理規則(平成12年規則第30

号)に基づき、適正に管理■保存を行いました。

7.情報の公開

職務において作成しまたは取得した管理■運営に関する文書等について、国分寺市情報公

開条例(平成11年条例第33号)及び国分寺市個人情報保護条例(平成U年条例第34号。

以下「保護条例jという。)を遵守しました。
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8.個人情報の適正管理及び情報セキュリティの保護

保護条例の規定による個人情報の適正管理及び情報セキュリティの保護に必要な措置を講

じ、管理業務に從事していた者は、その業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知ら

せる等、不当な目的使用の行いはありませんでした。

9.秘密の保持

管理業務に従事する者は、職務上知り得た秘密を他に漏らしたり、自己の利益のため、まナニ

不当な目的に利用する事はありませんでした。その職を退いた後も、同様の秘密保持体制を整

えました。

10.苦情等の処理

(1)施設利用者や近隣住民等との間に苦情などの問題が発生した場合は、誠意を持って対

応に努めました。公の施設を管理していることを充分認識し苦情処理等に当たりました。ま

た金品等による解決はありませんでした。

(2)苦情等の事後処理については、発生から解決までの対応記錄を作成し、業務従事者内で

記録を回覧して意識の統一を図りました。

11.利用者アンケート調査の実施

(1)施設利用者の満足度を把握し、管理業務や事業等の改善と評価に活かすことを目的に

令和4年度利用者アンケート調査を実施しました。

(の実施方法利用者へのアンケート用紙配布

実施期間令和4年10月7日̃11月25日

(3)報告令和4年12月20日

1 2.業務実施に付随して指定管理者が行う事項等

(1)職員研修

(の管理責任の備え(保険付保)

付保する保険の報告

以下のとおり、加入しました。

保険代理店:1BNホールディングス株式会社

(兵庫県加古川市加古川町溝之口 469-5-1F)

-賠償責任保険(指定管理者賠償責任保険基本)

-施設入場者傷害保険(施設利用者の傷害保険)

-包括職業賠償責任保険(個人情報漏速賠償保険)
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1 3.災害等緊急事態に対する対応

(1)災害等緊急時の利用者の避難、誘導、安全確保等及び必要な通報についての対応計

画及びマニュアルを作成し職員に周知しました。

(2)災害等緊急事態の発生時には、適切に対応するとともに、市に速やかに状況を報告し

公の施設の管理者として協力を行うよう体制を整えました。

14.提案事業実施計画

【もとまち地域センター、生きがいセンターもとまち(共通)】

①専用ホームページ更新

②SNS開設

③施設案内リーフレットの作成、配布、設置

④地域支援団体とのつながり

適宜更新しました。

適宜情報発信しました。

コロナ禍の為他施設への

配布は避けました。

社会福祉協議会、支擾機関、

市内ポランティア活動団体等

指定管理の期間

令和4年4月1日～令和5年3月31日の指定管理期間を完了しましたC
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◎自主事業実施状況

令和4年度の事業計画書に掲載した自主事業の実施状況については下記の通りとなりますc

【もとまち地域センター】

来館される利用者さんを対象に、季節を楽しんでいただ〈ことを目的とした館内の装飾や、新規利用者促

進や利用回数を増やしていただ〈ことを目的とした講座、イペントの開催を行いました。

(事業計画書に沿った実施状況/もとまち地域センター)

事業

1.専門家による

無料相談会

2.話題事項について

の勉強会

3、季節のイペント

①七夕まつり

</<>)-

3、季節のイペント

②ズ\ ロウィンイペント

実施状況

-フアイナンシヤルプランナーによるライフプラン相談

を開催しました。昨年度は市報掲載後、すぐに満席

となり以後のお申し込みをお断りしたため、本年度

は2回の開催11月’3月)を計画いたしました。

.11月度2組の50歳代のご夫婦がご出席されまし

た。

実施日時：令和4年11月13日(日)10:00̃16:00

-3月度1名65歳男性が出席されました。

美施日時:令和5年3月5日(日)10:00̃16:00

1.最近のSNSについてどんなものが流行っていて、

どんな違いがあるのか説明していただきました。

2.PCやスマホのセキュリテイについて特にSNS,イン

ターネットを利用することの危険などについて話をし

ていただき、安全にSNSツールやインターネットを楽

しんでもらえるよう、知識を深めてもらいました。フ名

の受講者がありました。

.実施日時:令和5年3月24日(金)10:00̃12:30

-フ月7日の七夕にちなみ、桂飾りの館内装飾を行い

ました。受付には短冊とペンを準備し利用者にも願い

事の短冊を飾ってもらいました。

・実施期間:令和4年7月1日(金)̃7月7日(木)

-昨年に引き続き、新型コロナウィルス感染拡大防止

の為、不特定多数が集まるイペントは控え、個々で

楽しめるようフオトスボットを意識した館内装飾を施

しました。

-実施期間：令和4年10月1日は)～10月31日(月)

考察

-電話でのお問い合わせが

受付開始前に2件ありまし

たが、その後の電話申し込

みがなく、施設内でのポス

ター揭示、ロコミ等での集

客となりました。

-次回開催につきましては

集客方法のさらなるェ夫が

必要と思料致します。

-高齢の女性が多かった

力s'、質問内容から特に個人

情報が流出することに不安

を感じている方が多いよう

感じられました。今後は、ア

ンケ-卜等とって具体的な希

望も募っていけるようにした

〈存じます。

高齢の方々は、短冊を書く

という行動に慣れておら

す、あとーェ夫、出来ない

力、と考えました。

壁面を大き〈使用したのは

インバクトが良かったです。

利用者が参加できるような

イペントに移行していきたい

と思います。
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3、季節のイペント

③クリスマスペント

3、季節のイペント

④ひな祭りイベント

4、紙芝居、絵本など

の読み聞かせ会

5.もとまち発見講座

6、子育て支援講座

7.楽しい落語講座

.期間中、館内の入口や廊下等にクリスマスの装飾

を行い、利用者の皆さんに季節感を楽しんでいただ

きました。「クリスマスカードjの配布〈じで当たりが出

たらクリスマスカードをプレゼントしました。

-実施期間:令和4年12月1日(木)̃12月25日(日)

■ひなまつり、春らし〈館内をひな人形などの飾りつけ

を実施。3月3日のみ、ひなあられを配布

-実施期間：令和5年2月24日(金)̃3月3日(金)

-おはなしの会のみなさんに、ご参集頂いた親御さん

とお子さんを前に、昔ばなしわらべうたを披露してい

ただきました。子育て中の方とそのお子さんで12名

の方に参加いただきました。

-実施日時:令和5年3月12日(日)10;30～12:00

.着座での講義でしたが、皆さん配布資料にメモを取

るなど熱心に聴いていただき、最後まで関心を持って

受講していただきました。また、地元の知らないこと

が聞けたのが楽しかったとの感想や、武蔵国分寺を

全国にPRすべきとのご意見をいただきました。11名

の方に参加いただきました。

実施日時:令和4年10月18日(火)13:30-15:30

-当日、参加予定の方1名のお子さんが発熱し中止

になりました。

.予定日時:令和5年3月31日(金)10:00̃11:50

-大学の落語研究会のお嚇でしたが大変上手で、終

了後参加者よリ「上手で面白かった」との声がありま

した。お蹴子も流し、お祭り気分で楽しめました。7名

の方に参加いただきました。

.実施日時:令和4年11月12日(土) 14:00-15:30

プレゼントは、クリスマスが'

近づ〈につれて数が減りさ

みし〈なった為、次回はクリ

スマスに向けて盛り上がる

作りをしていきたい。

春先の季節感を感じる飾り

つけは美施できたと思いま

す

お子さんの発熱でキヤンセ

ル、支度整わず、遅刻した

方もおられました。このよう

な参加者の変動も考慮して

準備を進めることも考えて

し、〈ことも必要であると思い

ます。

より多〈の方にご応募いた

だけるように告知やテーマ

にさらにェ夫をしたいと思

います。

昨年と同じですが、お子様

連れの為、参加を断る事が

ありました。子供も一緒に

参加できる講座を考える必

要力s'あると考えました。

学生さんに講座を依頼し、1

名当日連絡がつかす。プロ

ではない方に講座をお願い

するという危ラさを感じまし

だ。皆で楽しい時間を共有

できた点では大成功であり

ました。
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[生き力《いセンターもとまち】

生きがいセンターもとまちの自主事業として、以下のとおり実施しました。

事業 実施状況

1.ボランティア’『国分寺を歩きません力、』高齢者に対しての健康を考え

育成講座 たイペントの提案と説明会を美施しました。

'実施日時:令和5年3月23日(木)13:30̃15:00

2.就労支援

キヤリアコンサ

ルタントの派遣

3.シニア層

の方を対象にし

た「スマートフ

オン講座」

はじめて

のスマホ体験

「入門編j ̃

4、バソコン講座

.参加者1名だけであったため、最初から講師と受講

者間でコミュニケーシヨンをとりながらスムースに実

施することができた。「セミナー」と「相談jを分割し

て実施する必要もなく、密度の濃い講座を実施できま

しナこ。

.実施日時：令和4年12月23日(金)13:00～15:00

-講義は電源の入れ方から始まり、基本操作を学びな

がら、現在位置から、パリのノートルダム寺院のスト

リートピューまで体験しました。そのあとすぐに利用

できる便利な機能を体験しました。参加者の皆様は、

関心を深めたようで、今後も自主的に習いたいとの声

も聞かれました。スマートフオンの面白さを実感して

頂く 2時間でした。

.実施日時：令和4年9月15日(木)13:30̃15:30

-参加者は60歳から80歳代で、過去使用していたカス、ま

た、活用してみたいという方が大半で、熱心に取り組んで

いだだきました。「講義は丁寧で、簡単明瞭jという感想

や、「思い出して楽し力、ったj 「次のステップに進みたい」と

の感謝の声をいただきました。

-実施日時：

word講座令和5年2月14日(火)9:30̃11:30

令和5年2月び日(木)9:30̃ 11:30

令和5年2月21日(火)9:30̃ 11:30

Excel講座令和5年2月14日(火)13:30̃15:30

令和5年2月16日(木)13:30̃巧:30

令和5年2月21日(火)13:30～15:30

考察

念頭にあったボランティア

的活動は、高齢者の健康

増進、フレイル予防が中

心で、「ゴミ拾い」等、他の

ボランテイア活動への掘り

下げが足りませんでしナこ。

今回は新型コロナの感染

拡大が再燃しつつあるな

力、、参加者が1名のみと

し、うことになつてしまった。

参加者数の拡大について

は更なるェ夫が必要と考

えました。

昨年度も開催し、好評でし

た力、\講師の方々もさらに

楽し〈学んでいただけるよ

うきめ細か〈ェ夫して指導

して頂きました。次回も、

多〈の方にご参加いただ

けるよラに継続していきた

いと者えました。

各講座とも3日間であった

だめ、日程を長〈して欲し

いとのご意見をいただきま

した。また、年1回ではな<

複数回の開催を希望する

声もありました。来年度の

検討課題といたします。
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【健康増進事業】

「ボランティア育成講座jでは、高齢者の健康増進、フレイル予防が中心でしたし「就労支援講座」「スマートフオ

ン活用講座J 「パソコン講座」等、講座に参加される方々の年齢が高く、新しい分野の知識を学ぶ事を通じて、間

接的ではありますが、利用者の健康増進に努めました。

【アンケートの実施】

各事業でアンケートを実施し、利用者の感想等は各事業報告書に反映致しました。
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施 ,s 名

指定管理者名

指定管理期間

ひ)決算状況等及び施段の実施まg

収支決算書

(今和4年度)

令ま〕d年4月1日から令禾こ5年3月31ヨ

もとまちプフザ(国分寺市立もとiち地填センタ及び国夕寺モ生きがいセンターもとまち)

株式会社棄SJガレマインド

令和4年4月1ヨから令g 7年3月31日

【指定菅担ミ務【係る決算教告】

1.収入のだ

だ定管理料

禾,用.せ金ぶ入

事ま収入(ヤ指定)

モのおのホ入

実質損失

科目
予算

(A)

収入合ホ

15,524.078

184,096

15,708.174

(単位:円)

;・軍

(B)

15,524,078

184,096

15,708,174

予昇し�-

(B . A)

100.0%

ffDIV/Qi

»DIV/0!

1000%

100力％

摘要

街3毀だデ物①口g等.口 tf-jgt±

モB遂成本は.突g廣モを伶'除

2.支sの部

料目
予異

(A)

給与.貢金

ネT会保険料

手当

モのIG

消耗品資

印刷gt資

ateB

使g料及びち信料

研修費

そのぬ1

モのb2

光熟水費

電s料金

ガスれ金

上下ホま料金

清ま費

條繕費

黎偏資

ぶG保全費

電sぶ備保守

消防ぶ備保守

建築ぶ備定期,B検

特定建藥物ち窮点検

冷暖界ぶ儒清掃点検

+の他の保全費

保険お

◎事業資(市指定)

ポ師料

交通費’運宮費

◎その他の支出

玲管理資1

殺管理費2

投管理費3

◎租枚公ぷ

キミ定管埋巧セま金

実質収益

支出合斤

【注意】

料目レつい〔は, 必妄し巧じて適宜まm依正すること。

消ほ没ミ我対象経◎しつVIては, 持要檢(※印)を表ホするこみ。

ホミ3菅理業務ン係る決算と自主事業し係る決算ば分けてモさすること,

段管理費(太社経費)は, Sれこ算定根拠をホすこと.

【予算の補王】

掲定宙理者物倫高牌対あ支援給付金しより184,096円増額

5,281,253

4.698,000

403,253

180,000

0

839,008

234,000

65,000

174,000

40,008

6,000

20.000

300.000

3.85<l,l70

1,648,800

1,518000

10,800

120,000

1,141,560

60,000

290.400

557,000

144,000

40.000

136.000

182,000

40,000

15,000

156.410

1,23ム000

957,000

275,000

3,753 470

2,"1,747

661,723

G50.000

564.177

0

15,524,078

算.

(B)

5.914,079

5,302,578

409.265

202,236

0

288,008

40,412

3,801

177,383

44,00'!

3.000

19,408

0

3,781,347

1,433.876

1,307,329

9,486

117,061

1,255.716

0

319,440

615,905

158,400

44,000

349,800

49,500

14,205

156,410

L09L049

1,020,571

70.478

3,438,905

2.388.234

578,496

'172.175

418,566

568,051

208,169

15.708,174

I

チ’isBtS

(B : A)

112.0%

112.9%

101 5%

112.4%

343%

17 3°<

58%

101.9%

110.0%

50.0%

97 0%

仏0%

98 1%

87.0%

86.1%

87.8%

97 6%

1100%

0.0%

110.0%

1106%

110.0%

110 0%

i

110.0%

1238%

94 7%

100 0%

88.6%

106.6%

256%

91.6%

978%

874%

126%

74.2%

998%

摘要

施ぶ長(1名)非宵勤綴員(3名)

施ぶ長(1名)

※通動〒当

(単ホ;円)

※清耗品購入資

※印を資

※電ポ・通。をネI用料

※印刷機リス料

※教命デ当ま習費(4名分)

※宅配'更料

※もとgちプフザまつリ荒品レンタノパ1

i«

※～卜べ放送受ン料

チ資遂戊本は, 文B収益をゆR
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1.ぬ入のS3

科目

自主ギ業に係る収入

[自主軍まし係る決晃報告】

予算額 決算額 予算達尿変

(A) (B) (B ; A)

28,000 20,000 71.4%

(車泣:円)

摘要

目主g業バソコンァモス、代,'参刀[資(2.000れ0名)

実質損失

収入合ホ 2&000

100.533

125,533 71 4% モgit成率は, $Bめ失を疫除

2.支3の部 W ・・ヨ)

；な
予算ね

(A)

決算額

tB)

10,000

20.000

5,000

自主票業に係る支出

10.000

10,000

5,000

10,000

12,000

1'l.OOQ

実ホB益

支出合ホ 136.000

【注意】

科目レついてば, 必要し.6じて適宜追カロぜ正する, と。

消資校よ税対象経貴レつい〔は, ね要ぼ(糸サ)を表示すること,

括定管こ里業務し伐る決算と自主事案に係る決算は分けてPB載すること。

30.000

10,000

3,000

9,000

7,000

ら000

5,000

10.2G4

11.269

12,000

0

12S.533

予算達成某

(B : A)

100 0%

100.0%

100.0%

100力％

90.0%

70.0%

60.0%

100.0%

102 6%

939%

85 7%

92.3%

摘要

目主事業パソコンま師代(3 E分)

就労支援漠座ま巧代

専門家しよる与料相ぶ会まさつ代

もとまち発見ま庄まね料

了育〔まをぎぼ代

紙芝居ポフンてィア代

ぎ題事項想ぜ会ま師代

ポフンァィア違座寅巧代

突しい落ままホ代

※季おイペント装飾代.プレゼント代(4回分)

集会室使用料

チgg巧$は.丈B収益を疫肘

※取支,+算し対する$1‘吉.自己ぶ想

人員交代により、人伶費が予算を10%程度Tパ、€理費しついてもぼば商額となリ主し力。

プフザまつリ演@K、地域センタ

リましたが、生きがい交モ事業まをは、中止する事なくg族でき、ミを鼓酬は#き卜なリましん。

方里務脅は、昨年に弓モをき, 新蛋コロナウィルスの彩善によリ, らごまち

Iましん, ただ事業廣レおい〔もコロナ視eじあ

街定菅理期間

キミミ管理資ス入g合ン額(ろ)

キミミ管理巧支出#合’す額(円)

括て管理造総額の二垣額([°)

指定期a-1中の

決算の状況

令お4年度

令g5e度

令和6ち度

�

指だ朗てョ中の

自A事業の収支次だ

令ホ]4年度

令お5年度

令和6年度

【指を單間中の状況】

令デコ4年4月1ヨから令g7年3月31日

15,708,174

15,500,005

41,130.000

支出 ぶ支

15.500.005 208.169

15,500.005 208,169

支出 収支

125,533 13;.::i3

125.533 13;.?3?
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【一般管理費(本社経費)・租税公課の算定根拠】
(令和4年度)

(木部スタッフ人件費、社会保険)

別添

※本社経費の科口内訳も記載すること

一般管理費1

人件費
社会保険
通勤費
合計

一般管理費2
人件費
社会保険
<Mi

2,173,056

215,178

152,262

2,388,234

(木社管理部門人件費、せ会保険)
498,704

79.792

578,496

当該事業に従事した本部担当スタッフの人件費
当ホ事業に従事した本部担3スタッフの社会保険費

当該事業に従事した本部管理部門の人件費
当落事業に従事した本部管理部門の社会保険費

-般管理費3 (本部スタッフ・本社管理部門諸経費)
ホームページ維待費 150,000

通信費 24,000

本社家貨 120,000
税抜通勤貴 178,175
合許 472,175

149,952ホームページの維持費等

2も000本部スタッフの携帯電話による通信費ひ,000円X12ケ月)

120,000木社スタッフ1名分の本社家貨(10,000円X12ケ月)

21,326本部スタッフ分

租税公課

収支きf算書内で消費税。果悦対象経費, 摘要(※印)の金額の税金額

消費税ぼ税対象経費☆きI【¥も185,659】
上ば税金分【¥418, 566】

【記入例】

当ぼ施設経費

他施設I経費

他施設2経費

他施設3経費

他施ほ4経費

本社経費

総額

20,000,000円

18,000,000円

2も000,000円

2も000,000円

14,000,000円

5, 000,000円

105,000,000円

(内訳)人件費, 採用費, 研修費, 租税公課, 減価債却費, 広告費を計上。

(算定)

-按分率：て'該施設経費20, 000,000円/ (総額105,000,000円本社経費5, 000,000円) 一〇- 2

.ゴ該施-設の本社経費：5,000,000円xo. 2=1,000,000円
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2.決算状況等及び施設の利用実緒(使用料徵収実緩)
令和4年5月11日

令和4年度5月分もとまち地域センター使用料月計表

日付

令和4年5月11日

申請N0.5-M

使用月日・使用施設名

5月11日 もとまち地域センター

全室

時間区分 金額

前'午’
¥12,200

合計 ¥12,200

23



令和4年10月18日

令和4年度10月分もとまち地域センター使用料月計表

日. 用日’用

令和4年10月18日 10月18日 もとまち地域センター

申請NO.10-15 集会室

g1区分

午後
¥1,500

合計 ¥1,500

24



令和4年度11月分もとまち地域センター使用料月計表

B '

令和4年11月8日 11月12日

申請N0,11-14

令和4年11月8日 11月13日

申請NO.11-14

令和4年11月8日 11月26日

申請ル・11-14

用日・用

もとまち地域センター

会議室・和室い和室2?

もとまち地域センター

和室2

ちとまち地域センター

集会室

令和4年11月8日

¥2フ00

¥1,500

¥1.000

合計 ¥5,200

25
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令和4年度1月分もとまち地域センター使用料月計表

B '

令和5年1月16日 1月17日

申請No. 1-20

令和5年1月16日 1月口日

申請No. 1-20

令和5年1月27日 1月30日

申請ル・1-38

令和5年1月の日 1月30日

申請No. 1-38

用日・用

もとまち地域センタ

和室1

もとまち地域センタ

集会室？

もとまち地域センタ

集会室

もとまち地域センタ

集会室

令和5年1月30日

合計 ¥5,400
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令和4年度3月分もとまち地域センター使用料月計表

B ・

令和5年3月3日

申請No. 3-1

令和5年3月12日

申請No. 3-5

令和5年3月12日

申請No. 3-5

令和5年3月12日

申請No. 3-5

日■

もとまち地域センタ

集会室

もとまち地域センタ

会議室・和室1

もとまち地域センタ

集会室

ちとまち地域センタ

和室1

令和5年3月30日

合計 ¥5,300
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2.決算状況及び施設の利用実績(公の施設の利用実績)

★令和4年度もとまち地域センター利用実績女

月

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

利用日数(日)利用者数(人)1日平均利用者数(人)利用団体数(団体)利用室数(室)利用率(％)

26

28

25

27

26

26

27

25

24

24

24

26

760

815

696

757

513

707

803

729

672

714

738

904

29,2

29.1

27.8

28.0

19.7

27.2

29.7

29.2

28.0

29.8

30.8

34.8

91

91

80

93

65

92

97

94

83

87

89

94

109

117

97

112

78

108

122

119

99

106

104

119

27.9

27.9

25.9

27.7

20.0

27.7

30.1

31.7

27.5

29.4

28.9

30.5

27.9%

'-�Ig�l�ll�.gy

����■�■
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(3)従事者育成に係る研修実施状況

業務遂行のために必要な職員研修を以下のとおり実施し、円滑な業務の運営の確保を図りま

した。

1.研修メニューと内容

①緊急時対応研修 ・ r

(2)個人情報保護法 --

③法令遵守研修 ・-

④人権研修 -・

⑤ハラスメント研修t I �

⑥情報セキュリティ研修

心肺蘇生法やAED (自動体外式除細動器)の使用方法など

個人情報取扱事業者の義務緊急時対応研修

最低限守るべき法令の確認

新型コロナ関連での人権配慮事項

関連規定とガイドライン、相談窓口など

--'対象となるけ青報J、職場の留意点

⑦カスタマーサーピス研修'

⑧接遇対応’マナー研修-

-同等のサーピス提供の実施

'本施設の利用方法の改善をめざす

2.研修回数.日持

◎緊急時対応研修 ①実施日令和4年9月

②対象者谷中.. -

③実施方法各自消防署有料講座を受講して実施

④主な内容

-心肺蘇生法

・AED使用方法

◎個人情報保護法 ①実施日令和4年8月、令和5年2月

②対象者谷中・ ・ ・ (8月)、(2月)

③実施方法各自レジュメにて受講

④主な内容

■個人情報保護チェックリストによる重要事項のチェック

(個人情報保護強化月間の社内イペントと連携実施)

29



◎法令遵守研修 ①実施日令和4年10月

②対象者谷中’.-

③実施方法各自レジュメIこて受講

④主な内容

-コンプライアンスとは

.守るべきルール

-主な関係法令

◎人権研修 ①実施日令和4年11月

②対象者谷中.--

③実施方法各自レジュメにて受講

④主な内容

-新型コロナ関速での人権配慮事項

(独自に収集したホットなネット記事などを手本として実施)

◎ハラスメント防止 ①実施日令和4年11月

②対象者谷中. .-

③実施方法各自レジュメにて受講

④主な内容

-規定&ガイドライン

-事例

-相談窓口など

◎情報セキュリティ ①実施日令和4年12月

②対象者谷中.. -

③実施方法各自レジュメにて受講

④主な内容

.対象となる「情報jについて

・事故事例

-職場の留意点など

30



◎カスタマーサーピス研修 ①実施日令和4年11月

②対象者谷中. . �

③実施方法各自レジュメにて受講

④主な内容

.各利用者へ同等のサーピス提供の実施

・職場の留意点など

◎接遇対応.マナー研修 ①実施日令和4年11月

②対象者谷中・ � �

③実施方法各自レジュメにて受講

④主な内容

.各利用者へ同等のサーピス提供の実施

-職場の留意点など

以上
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(4)利用者意見及び自己評価に係る報告

1.利用者アンケート調査の実施

①実施目的

施設利用者の満足度を把握し管理業務や事業等の改善と評価に活かすことを目的【こ

,毎年度施設利用者アンケート調査を美施した。

②実施回数・時期

実施回数:年1回

実施期間:令和4年10月7日̃11月25日

③実施内容

来館者の居住ェリア'利用者意見等

+アンケート集計表参照

④実施後の対応

施設利用者アンケートの結果については、今後の参考とし、調査美施後速やか(こ、その

内容を市に報告を行った。

2.事業実施状況自已評価の実施

①実施目的

協定書'仕様書及び事業計画書に基づき事業が遂行されているか、自己評価を行った。

*別紙参照

②実施後の対応

自己評価の実施結果については、事業報告書に添付して市に報告するとともに、管理業

務や事業等に反映し、著し〈低い評価となった事項がある場合は、速やかに市に報告す

る。
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(5)苦情対応に係る記録

「国分寺市立もとまち地域センターj及び「国分寺市生きがいセンターもとまち」では、随

時利用者からの苦情などのご意見を受付、対応できる体制を整えております。

対応できるものは素早〈対応し、問題があれば協働コミュニティ課及び高齢福祉課に相談す

るという体制をとりました。

令和4年度の苦情対応に関しては以下の通りです。

①近隣住民の方からの苦情について

昨年度に引き続き、近隣住民の方からの苦情が来ておりますが、令和4年度6件となリま

した。

-令和4年4月

の錬習する音が騒音との苦情あり。また、警察官も住民から騒

音の通報があったため、1名来館した。

-令和4年5月

住民から騒音の通報があったとの事で警察官2名来館。(事務所に苦情なし)

に注意喚起。15分後静かになってないと苦情あり。住民の通報により再度

,察官2名来館。30分後改善されていないと苦情あり。住民の通報により再々度さ察官

2名来館。

-令和4年5月

の手拍子、掛け声、音楽の音がすると苦情あり。

-令和4年6月

がうるさいと住民が直接来館。代表者と住民とで話し合い。20

分後、住民から先程タパコの匂いがしていたから注意しろと苦情あり。

-令和4年6月

閉館作業中北側駐車場にて住民から先日、タパコ吸っていた人間は見つけたのかと苦情

あり。そのような犯人探しみたいなことはできませんし、しませんと丁享に説明。一応納

得してもらえた様子。

-令和4年10月

帰り際の利用者が自転車置き場でうるさいから注意しろと苦情あり。当該近隣住民の方

については、日頃から挨撲をし、施設長はじめ職員全員が話を聞〈など、コミュニケーシ

ョンを密に図るようにしました。
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苦情受付・対応件数報告書

指定管理業務名又は施設名「もとまち地域センターj及び「生きがいセンターもとまちJ

年度

令和
4年

月

4月

5月

6月

フ月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

合計

件数(A+B)

1件

2件

2件

0件

0件

0件

1件

0件

0件

0件

0件

0件

6件

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

苦情者内訳

1

2

2

1

6

A…利用者又は家族からの苦情件数

B…A以外からの苦情件数

対応後完了件数…苦情受付後, 対応により完了した件数
その他件数 …苦情を聞き置〈等, 上記以外の件数

対応後完了
件数

1

2

2

その他
件数

1

6
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(6)事業計画書に掲載した計画の実施状況

以下の1̃4の計画に從い、「防災」「防犯」「個人情報管理」「セルフモニタリングjの

各分野で、適切な管理業務の実施に努めました。以下の計画を履行することで、特段の問

題・事象は発生いたしませんでした。

1.防災計画の実施

①災害発生時の対応の方針及び対応体制

災害発生時は職員同士の連携、株式会社東京リーガルマインドヘの連絡を徹底す

るだけでなく、国分寺市にも災害状況の連絡をすることにより、災害発生後の対応

をスムーズに行う方針。国分寺市だけでなく、地域住民とも連携し、利用者の安全

確保を第一に対応する事とし具体的には、利用者を安全な場所(地区災害待避所で

ある国分寺市立第四中学枝)へ避難させ、安全確認がとれるまで待機する計画とす

る様、体制を整えました。

②職員の行動計画

災害発生時において、利用者の避難、誘導、安全確保ができるように、避難訓錬

を実施しました。災害発生時でも、職員が落ち着いた行動をとり、利用者を安心さ

せる二とができるように、定期的な訓錬を実施して、職員の質を高めました。

自主消防訓錬の美施日口回)：令和4年10月30日(日)令和5年3月

(別添資料/令和4年度もとまちプラザ消防訓錬実施報告(計2回))

6B (月)

2.防犯計画の実施

防犯の方針及び体制

【昼間など職員在籍時】

管理業務等の体制及び実施計画の「緊急時対応及び連絡体制jに従い、ケガ人の発生や、

不審者が出没した場合は、施設長が消防やさ察に迅速に通報し、一次的に対処する。その

後、施設長もし〈は施設長から連絡を受けた東京リーガルマインドは、協働コミュニティ

課と高齢福祉課に早急に現状報告をすることで、今後の対応について協議するとともIこ指

示を仰ぐ。施設長と東京リーガルマインドは、施設管理者として、上記の措置を徹底しま

した。
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<参考>緊急時対応及び連絡体制

ケガ人発生、不審者出没など

1 1 9番 施設長 1 1 0番

東京リーガルマインド

協働コミュニティ課 高齢福祉課

【夜間時】

夜間の職員不在時には、機械警備を軸に、火災■盗難及び不良行為の早期発見及

び拡大防止を行いました。

警報受信装置により、もとまちプラザに異常事態が発生したことを警備会社が把

握した場合には、機動隊を速やかに現行させ、異常事態を確認するとともに、事態

の拡大防止に当たることが第1次対広となる。この際、原則的に緊急かつ対応が困

難な場合に限り、あらかじめ定められた本部責任者又は緊急連絡者を含む関係先へ

通報する事としました。

3.個人情報管理

個人情報保護法研修を職員が実施し、個人情報の保護の重要性を認識しました。

併せて、国分寺市個人情報保護条例に則ったもとまちプラザの「個人情報保護マニ

ュアルjを作成し、これを徹底して遵守していく。また、万が一、個人情報が漏湧

した場合に対処できるように損害保険に加入しました。

情報の管理体制

本部の以下のような個人情報管理休制を基に、もとまちプラザでも国分寺市個

人情報保護条例に則って、個人情報を管理しました。
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ア)人的安全管理

全従業員.スタッフに対して「個人情報保護規程」及び「行動基準jに則った「個

人情報保護法研修」「情報セキュリティ研修jの受講を義務付け、情報の漏浪防止-

コンプライアンスの意識撒底を図りました。

イ)物理的安全管理

個人情報に関するデータについては、すべてバスワードを設定しました。収集-

保管.利用.提供’廃棄のすべてのプロセスにおいて、規程及びプライパシーポリ

シーに基づいた適正な取扱いを行いました。全従業員’スタッフすべてに名札の着

用を義務付け、常時確認できるようにしました。

ウ)技術的安全管理

事務所で使用するバソコンのウィルスチェックを定期的に行い、ウィルス感染によ

るデータの漏浅.破壊を防止しました。また、バソコンからの離席時に、バスワード

付きスクリーンセーパーが起動するタイマー設定を行う。その他、安全管理を行うだ

けでなく、バスワードは1力月に1度必す更新することも徹底しました。

4.セルフモニタリング

-利用日数/開館日数

-利用者数

.アンケート回収数

-利用者満足度

.クレーム件数

.SNS管理

上記随時把握し、施設長交代の際は業務向上に向けての人材き用に努め、

勤務体制についても本部よりの応援体制を迅速に整えました。
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別添資料/自主消防訓練’防犯研修実施報告書

ム和4年斤もとまちプラザ消

日時:令和4年10月30日(日)

-= II 施告(計2回)

11:00-11:20

11:00-11:20令和5年3月6日(月)

場所：もとまちプラザ南側駐車場

参加人数：(当館職員4名)

■訓錬美施内容

『1階の給湯室から出火の想定』

一人の時の対応を想定して、1階給湯室のガスコンロから出火し、雑巾に引火して

いる様を各職員が目撃し、「火事だ！」と大声で繰り返し叫びながら通報を行う。

1.通報訓錬.

各職員が119番通報を行う。

(当館の名称、住所、電話番号、出火場所、火災の状況を落ち着いて伝える。)

2.避難退避誘導訓錬

①各職貫は2階体育室、和室2、更衣室、トイレを巡回し、利用者に南側駐車場に

避難するよう誘導する。

(各職員は「1階給湯室で火災が発生しました。皆様、落ち着いて南側駐車場に

避難して〈ださい。」と告げて回る。)

②各職員は、上記①に続き1階会議室、和室1、集会室、生きがいセンター活動室

1.同活動室2、トイレを見回り、利用者を避難誘導する。

3.初期消火訓錬

-各職員はすぐさま近〈の消火器を持参し、「火事だ！ jと叫びながら、火元に近

付き過ぎないよう気を付けながら火元を狙ラ等の初期消火活動にあたる。

4.避難誘漠完了確認訓錬

①消防署への通報を終了した各職員は、南側駐車場に避難誘導されてきた利用者が

全員無事に避難したか確認する。

̶各職員は、全員の避難完了 (団体の責任者に避難人数)を再確認する。

また、給湯室の火災は初期消火の結果、ポヤで消し止めましたとの状況を知らせ

る。

以上
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国分寺市もとまちプラザ防犯研修実施報告書

日時：令和5年2月2 4日(金)

場所：もとまちプラザ事務室

参加者：谷中、 、 、

1.研修の目的

各職員の勤務体制が昼間、夜間とまちまちなところから平常時から職員の防犯

意識向上と通常業務における職員間で防犯に対する心構えや行動を共有するため

に実施。また、バニック・ココセコムの使用ができるよう、研修を実施した。

2.内容

①基本的な防犯対策

-日常業務を行っている中で施設設備の不具合およぴ障害物等を目視点検する

イ・出入口の管理

施設内の死角になっている所の点検、障害物の有無点検等行う。

口.部屋の施錠等

使用していない出入口およぴ部屋は必ず施錠する。

/\.巡回時の対応

各部屋の利用者の有無確認と施設設備の不具合、異常の有無確認

を行ラ。

②開館中の確認事項

■施設内を巡回し、不審者はいないか等の安全を確認すること。

特にトイレ、更衣室等個室になっているところの巡回はT享に行う。

-利用者に積極的に挨拶や声掛けを行う。利用者以外の訪問者には来館目的等

を確認する。

③応急対策<不審者が侵入した時>

利用者およぴ職員の安全確保を優先し、パニック・ココセコムを使用して,

察-消防署等への連絡等を速やかに行う事とし、チェックシートで確認した。

以上
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【別紙】令和4年度生きがいセンターもとまち利用実績

月 開館日数

集会施設等使用事業① 生きがい交流事業②

件数 人数

16

14

15

12

14

13

15

11

16

14

15

12

167

91

75

75

57

66

71

74

54

69

60

65

47

804

月平ね利用 2.6 13.2 13.9 67.0

自主事業③

件数 人数

1

1

6

1

9

合計か③

件数 人数

10

1

30

4

45

19

16

18

15

17

17

17

13

20

17

22

16

207

- 105

85

90

74

79

94

86

66

88

74

99

67

1,007

0.8 3.8 17.3 83.9
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